
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。自

治
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
市
政
運
営
に
多
大
な
る

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
、
自
治
会
は
地
域
の
安

心
・
安
全
を
は
じ
め
、
私
の
政
治
信
条
で
あ
る
市
民
目
線
の
市
政

運
営
を
進
め
る
上
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
行
政
は
自
治
会
連
合
協
議
会
の

皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
、
「
安
全
で
快
適
な
活
力
の
あ
る
ま
ち
」

を
目
標
に
、
自
治
会
員
の
皆
様
が
日
々
、
心
豊
か
に
質
の
高
い
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
街
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
市
川
市
自
治
会
連
合
協
議
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
５
月
、
箕
輪
会
長
よ
り
会
長

職
を
引
き
継
ぎ
、
初
め
て
の
新
春
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
川
市
自
治
会

連
合
協
議
会
の
活
動
に
対
し
て
、
自
治

会
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
紙
面
を
お

借
り
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
決
意
を
新
た
に
就
任
時
に
掲
げ
ま
し
た
、
自
治
会
に
よ

る
住
民
自
治
の
拡
充
な
ら
び
に
、
市
と
の
協
働
の
強
化
に
向
け
た

様
々
な
活
動
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

皆
さ
ん
の
自
治（
町
）会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
・
お
祭
り
・
防
犯
灯
の
維
持
管
理
等
、
地
域
活
動
に
取

り
組
ん
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
『
い
つ
ま
で
も

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
街
、
い
ち
か
わ
』
を
目

指
し
て
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
�
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新新春春ののおお慶慶びびをを申申ししああげげまますす

「「明明けけるる市市川川地地区区」」髙髙橋橋孝孝一一（（宝宝２２丁丁目目自自治治会会））

市市政政運運営営にに欠欠かかすすここととののでできき
なないいパパーートトナナーー

自自治治拡拡充充とと協協働働強強化化のの更更ななるる
取取りり組組みみ

市川市自治会連合
協議会会長市川市長

滝沢 晶次大久保 博
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明けましておめでとうございます 平成29年元旦 市川市自治会連合協議会

10月23日（日）に行徳駅前公園
で「行徳まつり2016」が開催さ
れた。
今年は「がんばろう九州」の
テーマも加え、行徳神輿の渡御
を始め行徳ハロウィンなど昨年
同様行われ、快晴にも恵まれて
大勢の市民で賑わった。
「防犯フェスタ2016」も同時開催され、自治会総合支援
事業として、自治会活動紹介パネル展示などのほか、防犯
チラシを配布した。
パトカーや白バイが会場内に展示され、ハロウィン帰り
の子どもたちが、子ども警察官の制服に着替え、記念写真
を撮影するなど大変な人気で、昨年を上回る活気ある一日
だった。 （福栄三丁目自治会 川島）

第41回となる「いちかわ市民まつり」が、前夜の雨の上
がった11月3日（木）に、大洲防災公園で行われた。オープ
ンセレモニーのあと、全国にも名高い見事な「行徳神輿」

き や

の勇壮な「もみ」の披露と、市川鳶職組合の「木遣り」で
祭りがスタートした。今回の出展（店）ブースは125にもお
よび、新しく「ガーデンマーケット」も加わり、久しぶり
の好天と相まって、約3万5千人の人出だった。
市川市自治会連合協議会も、“活動状況のパネル展示”と、
“自治会への関心アンケート”を行い、自治会加入促進の

呼びかけを行った。用意した
アンケートが午前中にすべて
無くなるという、うれしいハ
プニングもあり、有効な PR
活動を行うことができた。
（東菅野町会 長谷川）
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司
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「いちかわ市民まつり」開催快晴に恵まれた ま行 つり徳

（２）第86号 平成29年1月



9月2日（金）～3日
（土）の両日恒例の会長
研修会が開催され南ア
ルプス市を訪問した。
関東信越厚生局保険
福祉部地域包括ケア推
進課長より「介護保険
制度と地域包括ケアシ
ステムの整備」について詳しい説明を受けた。
要介護認定・介護給付の内容や、今後の高齢者数の
急増に伴う介護費用の増加について説明があり、その
際に必要となる地域の自主性・特性に基づいた地域包
括ケアシステム構築の重要性を認識した。
また、高齢者の生活支援・介護予防サービスの充実
・社会参加の際には、各自治（町）会組織が特に重要な
役割を果たすことを改めて痛感させられた。
翌日はNHK大河ドラマ「真田丸」で話題の上田城跡
公園を見学した。
大変有意義な宿泊研修会であった。

（新田五丁目自治会 安倍）

第11回
11月17日（木）、文化会館に於いて国府台病院長・上
村直実先生による「高齢者の健康維持と病気の予防」
についての講演がありました。
特に、がんの予防や初期症状について詳しい説明が
あり、いつまでも若々
しく健康寿命を延すに
は、生活習慣と早期検
診が欠かせないとの事。
第2部は、千葉県警

ふくいく

察音楽隊の馥郁とした
優美な演奏に心酔、贅
沢な時間を満喫して静
かに幕は下ろされた。
（稲越自治会 服部）

大講演会開催

自
治
会
Ｐ
Ｒ
標
語

民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱さ
れ、民生の福祉のために活動しています。一人暮ら
しの高齢者への情報提供や安否確認、児童の育成、
放課後の見守り、妊婦の支援を行って、地域社会の福
祉向上・住みやすい街づくりに取り組んでいます。
核家族化が進み、近隣の助け合いが希薄になって
いて、高齢者は孤独になり、情報不足になりやすい。
役立つ情報を提供しながら、お年寄りのニーズをつ
かみ、行政や社会福祉協議会等との橋渡しもしてい
るのです。生活保護者・生活困窮者救済でスタート
したので、そのイメージが色濃く残っているようで
す。今日では一人暮らしの人すべてを見守りの対象
として訪問し、孤独死が起こらないように気を配っ
ています。また相手の立場に立っての相談にのって
います。気軽にご相談ください。

（コープ野村本八幡自治会 三宅）

ふと い がわ

江戸川は昔、太日川と言われていた。
江戸期に関東平野の食料を船で江戸へ運ぶようにな
り、江戸川と呼ばれるようになった。江戸川は高瀬舟
をはじめ、大小の帆船が行き交う壮観な眺めがあった。
京成国府台駅の下流側に船着場があって、多くの船が

いち

集まり『市』が立った。
いち

人々は川の『市』を市川と呼び、市の名の由来とな
った。明治になり国府台に陸軍の連隊が出来てから、
国府台駅周辺は軍
の町となり、大い
に賑わったと、町
の古老がなつかし
そうに語ってい
た。
（市川2丁目第2
町会 鈴木）

ガ ン バ

ふ
ら
っ
と

民生委員・児童委員
－町を住みやすくするために－

地地
域域
のの
輪輪
ああ
なな
たた
のの
力力
みみ
んん
なな
のの
力力

会長宿泊研修
介護保険制度と地域包括ケアシステム ってま～す

市川の地名の
由来ススポポッットト

平成29年1月 第86号（３）
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稲垣カツ氏、
全国自治会連合会会長表彰を授与される
当協議会の稲垣カツ副会長（鬼高自
治会）は、長きに亘り、地縁団体の代
表者として、住民自治組織の発展・向
上に寄与した功績を讃えられ、11月10
日（木）、仙台市で開催された大会にお
いて、全国自治会連合会会長表彰を授
与されました。

大山自治会 視察
10月7日（金）、協働促進部会は、「自治会加入促進」・「子
育て世代の支援」をテーマに、先進的な活動を展開してい
る大山自治会（東京都立川市）を視察した。
大山自治会は世代別役員制度など、自治会活動の改革に
取り組むことで『お祭り等のイベント』や『地域活動・サ
ークルの企画運営』に子育て世代が積極的に参加するよう
になり、その結果《加入率100％》を達成し、全国的に知
られるようになった。大山団地／佐藤良子・前会長は『住
民が抱える問題や要望を単純に行政へ流すだけではなく、
可能な限り自治会内で努力し、解
決できる自治会員・組織を目指し
ました。』と力強く語られた。市
川市自治会連合協議会も《皆さん
の地域づくりに寄与できるよう》
決意を新たにした視察であった。

市と当協議会では、LED防犯灯への切替えを推進
しています。LED防犯灯は蛍光灯や水銀灯よりも、
おおむね48％省電力で長寿命、環境への負荷も軽減で
きます。各自治（町）会におかれましては切替えに引き
続きご協力をお願いします。
また、防犯灯は各自治（町）会が維持管理をしていま

す。球切れがありましたら、自治（町）会の担当役員に
ご連絡ください。

11月8日（火）
に協働促進部主
催のボウリング
大会が開催され
ました。第3回
大会に各自治会
から、102名が
本八幡スターレ
ーンに集い、なごやかな交流と、熱気と歓声の中、無事大
会は終了しました。引き続き表彰式が行われ、優勝は加藤
さん（東菅野中央）、第2位は片山さん（田尻）、第3位は
友野さん（北方1丁目）でした。各賞・景品も多く、次回
の開催を望む声が多く聞かれました。（大境自治会 齋藤）

平成28年度の自治会活動も順調に推移さ
れ、行事についても良い結果が出ていること
と思います。「いちかわ市民まつり」、「行
徳まつり」も天候に恵まれ人出も多く、自治
会新規加入運動・明るい選挙推進運動などに

もアンケートに記入する大勢の人達が目に付きました。
自治会長が推薦した民生委員・児童委員は、3年間の任
期が28年12月に到来し、再選又は改選されました。今回は
民生委員・児童委員の仕事の内容について、現役の方に具
体的な説明をして頂き掲載致しました。
広報宣伝部では、これからも自治会員の身近な問題を紙
面を通じてご案内して行きたいと思います。

（幸2丁目自治会 金井）

市川市ではエコボカードを利用した自治会総合支援
を実施しています。たとえば自治会で主催する地域清
掃活動、防犯パトロールに参加すると、カードにポイ
ントが付与されます。ポイントが満点になると市が発
行している文化関係図書と交換、動植物園や東山魁夷
記念館などの施設に入場、コミュニティバスに乗車な
どの利用ができます。この機会に地域活動へ参加して
みませんか？

編 集

後 記

ボウリング大会開催される
自治会連合協議会協働促進部主催

ご存知ですか？LED防犯灯へ
切替えのお願い エコボカード
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